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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、人

権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきなどを発

信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな発見があれ

ばと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒にご覧いただき

話題にしてみてください。また、ご意見・ご感想等があれば右

記フォームまでお寄せいただけると喜びます！
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「みんなちがってみんないい」
　これは、金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」という詩の一節です。この言葉は、人それぞれの個性（よさ）が、そのま
まの状態で素晴らしいというメッセージが込められています。
　では、「あなたの個性は何ですか。」と問われると、みなさん何と答えますか。私は、答えるまでに少し時間がかかりま
す。また、その答えが自分の個性にぴったり合っているかどうかもわからないところがあります。人はそれぞれ「思いやり
がある」「責任感がある」「行動力がある」といったように、異なる複数の個性があります。その答えは人それぞれです
が、自分自身を理解することで、次のようなメリットがあると言われています。
　①感情や行動をコントロールしやすくなる。
　②自分に合った選択（意思決定）ができるようになる。
　③周囲の人に気を配ることができるようになる。
　自分自身の個性を理解する過程（自己理解）は、子どもも大人も日々成長し変化していくものなので、一度深めれば終わ
りというものではありません。自分も周囲の人も互いに気持ちよく毎日を過ごすためにも、自分自身の振り返りを誰もが大
切にしていければいいなと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森脇　淳志
「一歩踏み出す勇気」
　「スラマッ シアン！」聞き慣れないインドネシアのあいさつが、会場に響きました。先日、ボランティア活動でインドネ
シア、モンゴル、ミャンマー、バングラデシュ、タイの5カ国から来た留学生の皆さんと交流してきました。
　一番盛り上がったのは、各国のあいさつを教わりながら交流する「あいさつゲーム」です。最初はお互いにぎこちなかっ
たのですが、必死に相手の言葉をまね、通じた瞬間に自然とハイタッチしていました。このとき感じたのは、自分から一歩
踏み出して関わることの大切さです。
　これまでの私は「外国の人だから」「自分とは違うから」と、どこか心のシャッターを下ろしていたように思います。避
けるのではなく、まずは笑顔で話しかけてみる。そうやって相手と直接つながろうとする行動こそが、お互いを大切にする
「人権」の第一歩なのだと思います。
　ボランティアでの出会いで感じた喜びを忘れず、学校でも「違い」を否定せずにお互いに歩み寄れる関係を、大切に育て
ていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多々納　春樹

「地域の人に見守られて」
　私は、子どもの頃、両親が共働きだったので、学校から帰ると家の鍵を開けて待つ「鍵っ子」でした。平田の宇美神社の
近くに家があり、家の前には公園もありました。自然と子どもたちが集まって遊べる環境だったので、あまり寂しいと思っ
たことはありませんでした。ですが、子ども一人では困ったことも起こるので、親は近所の方に様子を見てくれるように頼
んでいました。家に帰って誰とも遊ぶことがない時は、「おばちゃん、来たよ。」と言って、近所の家に行くと「よう来た
ね。上がってお茶でも飲みなさい。」と言って、過ごさせてくれました。
　また、親に叱られた時には、家を飛び出して公園で泣いていると、「まあまあ、泣いてるけど、どうしたの。うちにおい
で。」と言って、慰めてもらいました。落ち着いた頃に親が迎えに来て、「いつも、お世話になってすみません。」と言っ
て頭を下げて、私を連れて帰ることもあったようです。
　今でも、遠くに住む姉との会話で「私たちは、近所の人に見守られて育ったね。」と話しています。地域の人の温もりに
見守られて育ったことが、私の幼少期の一番の支えだったことは間違いありません。そんな平田の町が、私は大好きです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　緑


